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新着図書

保健センターから
☎ 65・0065

☆全日本女子選抜ウエイトリ
フティング選手権大会（11
月 17 日～ 20 日、岐阜県） 女
子 75㌔級（高校）優勝　西尾
里菜子（加悦谷高３年、青葉
中出身）  　　　　　　敬称略。

全国大会で好成績全国大会で好成績

（12月16日～１月15日）❖12月22日…冬至❖12月23日…天皇誕生日❖１月１
日…元日❖１月５日…公設地方卸売市場・京都府漁連市場初競り❖１月９日…成人の日。歳時記【東図書館】〈一般書〉小説平清盛／高橋直樹。帝王、死すべし／折原一。これでおしまい／佐藤愛子。ハニー・トラップ探偵社／ラナ・シトロン。夫婦ゲンカで男はなぜ黙るのか／タラ・パーカー＝ポープ。夢うばわれても／蓮池薫。〈児童書〉切り紙12か月／今森光彦。パンプキン／令丈ヒロコ。

【西図書館】〈一般書〉夢違／恩田陸。銀色の絆／雫井脩介。カッシアの物語／アリー・コンディ。スティーブ・ジョブズ１・２／ウォルター・アイザックソン。地域医療は、今／地域医療振興協会。〈児童書〉いっしょならもっといい／ルイス・スロボドキン。しんぶんしであそんじゃおう!／いまいみさ。

全国大会出場
おめでとう
全国大会出場
おめでとう

　インフルエンザは、感染して
いる人の咳やくしゃみ、唾など
の飛沫

まつ

と一緒に出たウイルス
を、のどや鼻から吸いこむこと
によって感染します。また、飛
沫が付着したものを触った手
を介して口や目、鼻の粘膜から
感染する場合もあります。次の
点に注意しましょう。

かからない うつさないために

インフルエンザ 【かからないために】❖外出す
るときは人混みをなるべく避け
る❖帰宅したら手洗いとうがい
をする❖十分な睡眠・栄養・水
分をとり、体調を整える❖室内
を適度な温度と湿度に保つ
【うつさないために】❖発熱・
咳・くしゃみなどの症状がある
ときはマスクを着用するなど

「咳エチケット」を徹底する❖
なるべく外出を避ける

　１月 12 日（木）９時～ 11
時 15 分。歯の話やフッ素塗

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室） 　乳がんになる人が増加し

ています。
　平成 22 年度に実施した
乳がん検診では、受診者
2,681 人のうち 12 人から
乳がんが発見されましたが、
まだ受診する人は少ない状
況です。
　乳がんは早期に発見・治
療すれば９割以上の人が治
るといわれており、触診で
は気付かない小さながんを
発見するには、マンモグラ
フィ検査が有効です。この
機会にぜひ受診を。

布。❖２歳６か月児（平成21
年１月27日～７月22日生ま
れ）…先着 20 人。❖２歳児（21
年８月 13日～ 22年１月６
日生まれ）…先着 30 人。いず
れも参加費 300 円。各１回の
みの参加可。申し込みは 12 月
19 日（月）から電話で。

ぜひ受診しましょう

まち
話題
の
★
★

★

　12 月 25 日（日）10 時～ 15 時、
大庄屋上野家。大わらじ編み体験
とわらじや山ノ神様にちなんだ紙
芝居など。無料。申し込み不要。
問大庄屋上野家（☎ 83・1300）

復活！山ノ神さんの大わらじ

❖一般…12 月 27 日から毎月第
４火曜日と第２金曜日の 10 時～
12 時 30 分、舞鶴医療センター
❖女性…毎月第１月曜日（１月は
16日）13時30分～15時30分、
中総合会館。いずれも無料。申し
込み不要。問舞鶴・元気・けやき
の会の竹内さん（☎68・0737）

がんサロン

　12 月 23 日（金＝天皇誕生日）
12 時 30 分からと 13 時 30 分か
らエル・マールまいづる。弦楽
アンサンブル Luft Musica によ
る演奏。入場無料（ただし 13 時
30 分からはプラネタリウムの鑑
覧券が必要）。問エル・マールま
いづる（☎ 68・1090）

船上クリスマスコンサート

親子で遊ぼう 体操教室

　１月 12 日～３月の木曜日に計
６回、地域子育て支援センターさ
るなぁと。10 時 15 分～ 11 時。
スポーツインストラクターから親
子ふれあい遊びや遊具を使った遊
びなどを学ぶ。対象は１～３歳児
とその保護者。受講料月 1,600
円（保険料が別途必要）。申し込
みは、電話で体操協会の足立さん

（☎ 090・4274・8489）へ。

　１月１日( 日＝元日)、五老スカ
イタワーとcafe T

テ ィ ー ラ

ea-ra は６時に
オープン（来場者多数の場合は入
場制限あり )。同タワーのロビー
でめかぶ茶の振る舞い（先着 200
人 )。冬季の開始時間は９時～ 17
時。入館料は高校生以上 200 円、
小・中学生 100 円。積雪が多い
場合は閉館（４㌻に関連記事）。
問同タワー（☎ 66・2582）

五老スカイタワーから
初日の出

☆オールジャパン・チアダ
ンス・チャンピオンシップ
2011（11 月 27 日、東京都） 
奥野祐奈（城北中１年）、田野島

遥夏（青葉中１年）、東凛香、
松本真凛（以上中筋小６年）、
金田玲奈（高野小６年）、林田
恵麻（中舞鶴小６年）、奥野
美桜（福井小４年）
☆全国小学生バドミントン
選手権大会（12 月 23 日～
27 日、北海道） 大月俊樹（三
笠小６年）、谷口侑弥（中筋小
６年）、村上知紘（高野小６年）、
江口拓真（倉梯第二小５年）、
八田陸矢（三笠小５年）
☆全国高等学校選抜クライ
ミング選手権大会（12 月 24
日・25 日、埼玉県） 補伽龍（舞
鶴高専２年）　　  以上敬称略。

　１月 10 日（火）～ 23 日（月）
に計５回、商工観光センター。
10 時～ 15 時。ワードとエクセ
ルの基礎。対象は市内在住か在
勤の人（学生を除く）。先着20人。
受講料 10,000 円（テキスト代
が別途必要）。申し込みは、１月
５日（木）までに電話かファク
スで同センター（☎ 64・6800、
ＦＡＸ 65・2666）へ。

パソコン講座

▪ボランティア功労者　大石
小梅さん（93 歳、吉野）。長
年の福祉分野におけるボラン
ティア活動が評価されました。
▪社会福祉功労者　民生委
員・児童委員の村尾幸作さん

厚生労働大臣表彰を受賞 （72 歳、丸山中町）。地域に密
着した長年の福祉活動が評価
されました。
▪援護事業功労者　京都府
傷痍軍人会理事の村上武さん

（86 歳、下東）。戦傷病者相談
員としての長年の功績が評価
されました。

 

　

市
で
は
、
文
化
振
興
指
針
の

策
定
に
向
け
、
文
化
の
現
状
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
議

論
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
直
田
春
夫
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
政
策
研
究
所
理
事
長
と

中
川
幾
郎
・
帝
塚
山
大
大
学
院

法
政
策
研
究
科
教
授
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
文
化
団
体
や

文
化
活
動
に
携
わ
る
人
、
公
募

の
市
民
な
ど
で
構
成
。

　

11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
中
川

幾
郎
教
授
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
文
化
が
果
た
す
役
割

に
つ
い
て
の
基
調
報
告
を
受
け

た
後
、
本
市
に
お
け
る
文
化
の

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
毎
月
１
回
程
度
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
来
年

３
月
に
は
指
針
の
骨
格
を
作
成

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
は
随
時
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
メ
ン
バ

ー
は
次
の
と
お
り
（
50
音
順
。

敬
称
略
）。

❖
糸
井
祥
巳
（
国
民
文
化
祭
赤

れ
ん
が
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
企
画
委
員
会
委
員
）
❖
岡
安

賢
治
（
文
化
活
動
）
❖
奥
本
淳
裕

（
文
化
事
業
団
）
❖
志
摩
貴
士（
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）
❖

菅
野
哲
夫
（
公
募
）
❖
高
宮
民
信

（
公
募
）❖
立
道
明
美（
文
化
活
動
）

❖
辻
香
（
舞
鶴
商
工
会
議
所
青
年

部
）
❖
寺
本
茂
平
（
舞
鶴
美
術
協

会
）
❖
藤
川
直
樹
（
中
央
公
民

館
運
営
委
員
会
）
❖
森
治
子
（
公

募
）
❖
森
真
理
子
（
ま
い
づ
る
Ｒ

Ｂ
）
❖
山
内
哲
夫
（
市
文
化
協
会
）

❖
山
下
弘
（
市
民
合
唱
祭
実
行
委

員
会
）
❖
遊
里
道
真
吾
（
和
太
鼓

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）  

                    

《
企
画
政
策
課
》 　

市
民
の
生
涯
学
習
を
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
の
公
民
館
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

た
社
会
教
育
委
員
会
議
（
安
達

渉
会
長
、
９
人
）
が
11
月
15
日
、

答
申
を
ま
と
め
市
教
育
委
員
会

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、
社
会
教
育
に
関

す
る
計
画
の
策
定
や
助
言
な
ど

を
行
う
市
教
育
委
員
会
の
付
属

機
関
。
市
教
育
委
員
会
か
ら
の

諮
問
を
受
け
、
平
成
22
年
７
月

か
ら
計
７
回
の
会
議
を
開
催
し
、

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
今
後
、

答
申
を
も
と
に
社
会
情
勢
な
ど

を
踏
ま
え
、
公
民
館
の
今
後
の

　

市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
電
気
自

動
車
の
普
及
を
図
る
た
め
、
公

用
車
に
導
入
を
予
定
し
て
い
る

電
気
自
動
車
の
車
体
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
デ
ザ

イ
ン
を
施
し
た
電
気
自
動
車
は

３
月
上
旬
ご
ろ
か
ら
使
用
す
る

予
定
で
す
。

▪
応
募
資
格　

18
歳
以
下
の
市
民

▪
作
品
の
条
件　

❖
環
境
に
や

さ
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
親
し
み
が

持
て
る
デ
ザ
イ
ン
❖
未
発
表
か

つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
❖
作
品
に
第
三

者
が
知
的
所
有
権
を
有
し
て
い

る
対
象
を
使
用
し
て
い
な
い

▪
応
募
方
法　

作
品
（
画
用
紙
四

つ
切
サ
イ
ズ
Ｂ
判
（
３
９
２
㍉

㍍
×
５
４
２
㍉
㍍
）
ま
で
）
の
裏

面
に
住
所
、氏
名
、性
別
、学
校
名
、

年
齢
（
学
年
）、
電
話
番
号
、
作

品
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
氏
名

公
用
電
気
自
動
車
の
導
入
に
向
け

ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

な
ど
の
公
表
の
可
否
を
記
載
し
、

郵
送
か
持
参
で
生
活
環
境
課
へ
。

１
月
31
日
（
火
）
必
着
。

▪
審
査　

市
民
や
事
業
者
な
ど

で
構
成
す
る
デ
ザ
イ
ン
選
考
会

で
決
定

▪
賞
品　

❖
最
優
秀
賞
（
１
点
）

１
万
円
の
図
書
カ
ー
ド
❖
優
秀

賞
（
３
点
）
５
千
円
の
図
書
カ

ー
ド
❖
入
選
（
５
点
）
千
円
の

図
書
カ
ー
ド

▪
問
い
合
わ
せ
先　

同
課
（
☎

66
・
１
０
０
５
）

　

市
で
は
、
天
候
に

左
右
さ
れ
ず
、
安
心
・

安
全
に
楽
し
く
子
育

て
が
で
き
る
「
子
育

て
交
流
拠
点
施
設
」

（
前
島
地
区
に
建
設

予
定
）
の
整
備
に
向

け
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
。
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

▪
対
象　

市
内
在
住

か
在
勤
の
人

▪
内
容　

来
年
６
月

ま
で
計
６
回
程
度
開

催
し
、
管
理
運
営
も

含
め
た
整
備
プ
ラ
ン

を
検
討
。
検
討
結
果

は
市
が
作
成
す
る
整

備
計
画
の
参
考
に
し

ま
す
。

▪
定
員　

10
人
程
度

（
多
数
の
場
合
抽
選
）

▪
応
募
方
法　

住

所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
応
募
理

由
を
郵
送
か
フ
ァ
ク

ス
で
子
ど
も
支
援
課

へ
。
12
月
26
日
（
月
）

必
着
。

▪
問
い
合
わ
せ
先

　

同
課
（
☎
66
・

１
０
９
４
、
ＦＡＸ
62
・

７
９
５
７
）

　

12
月
20
日
（
火
）
～
１
月
10

日
（
火
）、『
消
し
た
は
ず 

決
め

つ
け
な
い
で 

も
う
一
度
』
を
統

一
標
語
に
「
年
末
年
始
火
事
な

し
運
動
」
を
実
施
。
火
災
か
ら

命
を
守
る
“
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
”

で
火
事
の
な
い
年
末
年
始
を
。

《
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
う

※
今
冬
は
節
電
対
策
に
伴
い
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
石
油
ス
ト

ー
ブ
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
特

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防
災

製
品
を
使
用
す
る

⑥
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

⑦
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る   

　
　
　
　
　
　

     

《
消
防
本
部
》

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

▪
答
申
の
主
な
内
容

❖
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
学

習
活
動
❖
生
涯
学
習
を
支
え
る

環
境
づ
く
り
❖
地
域
づ
く
り
に

つ
な
が
る
人
材
の
育
成

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　

答
申
の
内
容
は
、
社
会
教
育

課
と
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
。

　

詳
し
く
は
、
同
課
（
☎
66
・

１
０
７
３
）
へ
。

安
達
会
長
（
右
）
が
水
谷
教
育
長

（
左
）
に
答
申
を
提
出

☆五老スカイタワー　12 月 31
日（土）までの 16 時 30 分から。
☆赤れんが倉庫群ライトアップ
　１月９日（月＝成人の日）まで
の 17 時～ 22 時。ペットボトル
約 2,500 本で制作した高さ約７
㍍のクリスマスツリーのライトア
ップ。
☆東舞鶴駅（南・北口）・西舞
鶴駅（東・西口）　２月 29 日（水）
までの 17 時～ 24 時（12 月 31
日～１月３日（火）は翌６時まで）。
☆クレインブリッジのライトア
ップ　12 月 22 日（木）～１月

９日、20 時～ 22 時。
※電力需給が逼

ひっぱく

迫する見込み
がある場合には、イルミネー
ションを中止することがあり
ます。

▲市政記念館北側広場のクリスマ
スツリー（12月７日）
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郷土資料館企画展
　12 月 20 日（火）14 時から
市役所別館。問教育総務課（☎
66・1070）

定例教育委員会

《常任委員会》❖建設…12 月
16 日（金）10 時から❖総務文
教…16 日、13 時から。いずれ
も議員協議会室。先着 15 人。
《本会議》12 月 22 日（木）10
時 30 分から市議会議場。先着
38 人。
問議会事務局（☎ 66・1060）

　大俣・岡田由里・上漆原・桑
飼上・桑飼下・地頭・城屋・白
杉・高野由里・滝ケ宇呂・女布・
野村寺・引土地区内における土
地の重複地番解消のため、「山地

（山林・原野などの山間地）」の
地番を１月中に変更します。作
業完了後、土地所有者に通知書
を送付（地番の変更後の手続き
は不要）。問法務局舞鶴支局（☎
76・0858）

重複地番を解消

　現在、在学中の大学か大学院
を卒業後入隊。卒業まで月額
54,000 円の学資金を貸与しま
す。受験資格は日本国籍を有し、
来年４月１日現在、学校教育法
に定める大学の理学部か工学部
の３・４年、または大学院修士
課程に在学する人（その他要件
あり）。試験は２月４日（土）。
受付期間は１月 13 日（金）ま
で。問自衛隊舞鶴地域事務所（☎
63・3272）

技術貸費学生を募集

　自治会やサークルなどでの学習
会に活用していただくため、人権
教育 DVD・ビデオを無料で貸し
出します。貸出期間は３日以内。
貸出本数は１回につき３本まで。
DVD・ビデオの一覧は社会教育
課に備え付け（市ホームページに
も掲載）。問同課（☎ 66・1073）

人権教育 DVD・ビデオ
無料で貸し出し

　入学は４月。１次試験は１月
19 日（木）。願書受付期間は 12
月 20 日（火）～１月 10 日（火）
必着。問同校（☎ 63・4338、ＦＡＸ
63・3014）

舞鶴医療センター附属看護学校
平成 24 年度 一般入学試験

　地域での緑化活動や公共性の
高い森林の整備活動を行う団体
に補助。対象は次の要件を満たす
団体。❖市内に住所を有する❖活

緑化活動に助成

　府内労働者（パート、アルバイ
トを含む）の産業別の最低賃金が
12 月 18 日（日）から次のとお
り改正。金額は時間額。❖金属製
品製造業（829 円）❖電気機械器
具製造業（825 円）❖輸送用機
械器具製造業（834 円）❖各種
商品小売業（776 円）❖自動車（新
車）小売業（754 円）問京都労
働局（☎ 075・241・3215）

産業別最低賃金の改正

　１月 19 日（木）・25 日（水）・
31 日（ 火 ）10 時 ～ 11 時 30

ひよこひろば

　１月 22 日 ( 日 )13 時 30 分～
15時30分、身障センター。安倍
浩之さんによるリハビリの講演
と実技。対象は市内在住の障害
者とその家族、ボランティア。
先着 30 人。参加費 150 円。申
し込みは、12 月 19 日 ( 月 ) ～
１月 20 日（金）に電話かファ
クス、電子メール（m-himawari@
juno.ocn.ne.jp）で同センター

（☎ 63・3008、ＦＡＸ 62・9546）へ。

健康講座
「闘わないで 楽しくリハビリ」

中央公民館
（☎ 62・0400、ＦＡＸ 62・0442）

《おはなし会》１月 11 日（水）
15 時～ 15 時 30 分。人形劇や
エプロンシアターなど。対象は
幼児と小学生。

東図書館（☎ 62・0190）

《おはなし会》１月７日（土）
11 時～ 11 時 30 分。てぶくろ
人形や絵本の読み聞かせ。対象
は幼児とその家族。
《赤ちゃんおはなし会》１月 18
日（ 水 ）11 時 ～ 11 時 30 分。
わらべうたや絵本の読み聞かせ。
対象は乳幼児とその家族。
《おはなしのろうそく》１月 21
日（土）。小学生以上…10 時 30
分～ 11 時、４歳以上…11 時５
分～ 11 時 30 分。ストーリーテ
リングと絵本の読み聞かせ。
　いずれも無料。申し込み不要。

西図書館（☎ 75・5406）

《舞鶴寄席》３月 20 日（火＝春
分の日）15 時から総合文化会館。
笑福亭晃瓶さんをゲストに迎
え、舞鶴市出身の笑福亭遊喬さ
ん、福知山市出身の桂三扇さん
などによる落語。全席自由。一
般 1,200 円、学生 700 円（当日
300 円増し）。未就学児は入場不
可。12 月 18 日（日）発売。

文化事業団（☎ 64・0880）

　人間関係や子育て、家庭内で
の暴力、介護の悩みなど。対象
は市内在住か在勤の女性。
《電話相談》12 月 22 日（木）
10 時～ 16 時。専用電話（65・
0056）へ。

フレアス舞鶴の無料相談

　１月 11 日 ( 水 )13 時から市
役所別館。対象は市内在住の高
齢者・障害者とその家族。先着
３人。無料。申し込みは、１月
６日 ( 金 ) までに電話で高齢・
障害福祉課（☎ 66・1012）へ。

高齢者・障害者権利擁護相談

　１月 11 日～ 25 日の水曜日、
就業支援センター。10時～16時。
対象は求職者。先着各５人。無料。
府との共催。申し込みは、実施日
の前日までに住所、氏名、電話番
号を電話かファクスで同センター

（☎ 63・0810、ＦＡＸ 62・4589）へ。

就職個別相談

分、中総合会館。絵本の読み聞
かせや３Ｂ体操、保護者同士の
交流など。対象は４か月～１歳
未満児とその保護者。先着15組。
無料。申し込みは、12 月 17 日

（土）から電話で子育て支援基幹
センター（☎ 62・0103）へ。

《たこ作り・たこ揚げ大会》１月
９日（月＝成人の日）。９時30分
から中総合会館でたこ作り、13
時から市民グラウンドでたこ揚げ。
小学３年生以下は保護者同伴。参
加費 700 円（おにぎり、豚汁な
どの軽食付き。軽食を希望する家
族は１人に付き別途 200 円が必
要）。たこ揚げのみの参加可（無料。
申し込み不要）。申し込みは、１月
５日（木）までに電話かファクスで。
《家族のための介護教室》１月
26 日～２月９日の木曜日、中総
合会館。19 時～ 20 時 30 分。講
師は社会福祉協議会職員ほか。対
象は市内在住か在勤の人。先着30
人。無料。申し込みは、12 月 28
日（水）までに電話かファクスで。

《読書会》１月 12 日（木）13
時 30 分～ 15 時 30 分。作品は
井上靖著「氷壁」。
　いずれも無料。申し込み不要。

　郷土資料館では、２月５日
（日）まで企画展「ふるさとの
文化財を守る」を開催します。
▪日時　12 月 16 日（ 金 ）
～２月５日（年末年始は休み）
までの９時～ 17 時

▪場所　郷土資料館
▪展示内容　井上文庫の丹後
国御檀家帳や糸井文庫の錦絵

（いずれも市指定文化財）、大
浦半島出土製塩土器など約
30 点を展示。入場無料。
▪問い合わせ先　同館（☎
75・8836）

動終了後、継続して適切に維持管
理できる❖活動場所の使用承諾
を得ている。補助額は１団体 10
万円以内（審査で決定）。申し込
みは、２月 29 日（水）までに所
定の用紙（農林課に備え付け）で。
問同課（☎ 66・1023）

《面接相談》１月 11 日（水）11
時～ 14 時 10 分、フレアス舞鶴。
女性問題カウンセラーが応じる。
先着３人。託児あり（予約が必
要）。申し込みは、12 月 21 日（水）
～前日に電話で人権啓発推進室

（☎ 66・1022）へ。

市議会 12 月定例会
本会議・常任委員会

▪対象　昭和 47 年３月 31
日以前生まれの女性（２年
に１回の検診のため 22 年
度に受診した人は受けられ
ません）
▪実施期間　２月29日（水）
まで
▪場所　市内の実施医療機関
▪料金　1,500 円
▪内容　視触診、マンモグ
ラフィ検査
▪申し込み方法　電話で保
健センターへ。期間中は実
施医療機関での直接受診（要
予約）も可。

乳がん
検診

あなたと家族のために ?
?

　市では、行政情報をメールでお届け
する「まいづるメール配信サービス」
を実施中。市ホームページや QR コー
ド（右下）から簡単に登録できます。
配信内容は❖防災情報❖クマ出没情報
❖不審者情報❖観光・イベント情報❖
その他緊急情報。登録料は無料（ただ
し通信料（パケット料金）
は利用者負担）。皆さん
ぜひご利用ください。問
秘書課広報広聴係（☎
66・1041）

▲ＱＲコード

まいづる
メール配信サービス


